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平成 27 年度第 2回南部ブロック県央エリア研修・交流会のご案内 

脳卒中片麻痺における下肢装具の取り組み  

～急性期・回復期・生活期、それぞれの視点から～ 
 

拝啓 会員の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 この度、南部ブロック県央エリアでは装具療法をテーマとした研修会および交流会を開催いたします。 

 装具療法は脳卒中片麻痺者が歩行を再獲得する上で有用な理学療法アプローチの一つですが、装具を作

製する時期、種類の選定、硬さや角度の設定、および適合判定方法など、複雑な臨床判断が求められます。

そこで、普段から臨床で装具療法を実践している若手理学療法士の視点から、装具に対する考え方や問題

点について発表して頂きます。また、総合討議として参加者の皆さまからも自由にご意見していただく場も設

けたいと考えております。 

 交流会では装具療法をテーマとした少人数でのグループ討論を企画しておりますので、研修会の内容をさ

らに発展していただけます。また、意見交換を通じて理学療法士の地域交流を深める良い機会にもなると思

います。軽食のご用意もありますので、お気軽にご参加ください。皆様のご参加をお待ちしております。 

敬具 

記 

1、日 時  ： ①研修会 平成 27 年 10 月 28 日（水）19：00 ～ 20：00（18：30 受付開始） 

          ②交流会 平成 27 年 10 月 28 日（水）20：10 ～ 21：00 

 

2、場 所  ：  ①研修会 埼玉県総合リハビリテーションセンター B 棟 3階大会議室 

           （上尾市西貝塚 148-1） ※裏面の地図をご参照ください。 

          ②交流会 同上 

 

3、テーマ  ：脳卒中片麻痺における下肢装具の取り組み 

～急性期・回復期・生活期、それぞれの視点から～ 

 

4、 座長  ：河井剛 氏 （こうのすナーシングホーム共生園 理学療法士） 

5、 演者  ：急性期 實結樹 氏 （上尾中央総合病院 理学療法士） 

         回復期 常名勇気 氏 （埼玉県総合リハビリテーションセンター 理学療法士） 

         生活期 江川俊介 氏 （介護老人保健施設鴻巣フラワーパレス 理学療法士） 

 



6、対 象  ： （公社）埼玉県理学療法士会会員または理学療法士の資格を有する方。   

7、定 員  ： 40 名   

8、参加費 ：  ①当会会員   研修会 無料、交流会 100 円。 

          ②当会会員外  研修会 1000 円、交流会 500 円。 

        ＊研修会と交流会はテーマを統一しておりますので、交流会までご参加いただけますと知識や 

理解がより深まると思います。交流会へのご参加にご協力お願いいたします。 

 

8、申し込み方法：  

  県士会 HPの本研修会案内にあります「お申込フォーム」から申込ください。 

  右の QR コードからもアクセスできます。 

 

＜新人教育プログラムを修了されてない会員＞ 

 上記の QR コードにアクセスしていただき、新人教育プログラム申請を「希望する」と選択してください。 

 ※ 本研修会への参加にて「C - 1 神経系疾患の理学療法」の１単位が取得できます 

  

 
 

9、申し込み締め切り： 平成 27 年 10 月 21 日（水） 

 ※定員に達した場合は、申込期間内であっても途中で受付を終了することがあります。 

 ※応募者多数の場合は、１施設からの参加人数制限をさせていただくことがあります。 

 ※受講をお断りする場合のみ、当方から連絡をいたします。 

 

10、地図 

 

＜問合せ先＞ ※必ず件名に「第 2回県央エリア研修会・交流会の件」と記載してください。 

南部ブロック県央エリア事務部  nanbukenou@gmail.com 

参加申し込みは上記QR コードからお願いします。 

 

mailto:nanbukenou@gmail.com

